
【様式 02】高大連携公開講座シラバス 

＊科目 No． 19201 

 

１．開設大学 広島女学院大学 人間生活学部 開講場所 
（キャンパス・施設） 

広島女学院大学 

２．科 目 名 

楽しく学べる生活デザイン学―ファッション・建築・インテリア― 

学問分野 番  号 44 名  称 
食物･被服・生活（生活、栄養食

物、被服、児童など） 

３．担当教員 細田みぎわ、三木幹子、小林文香、真木利江、楢﨑久美子（人間生活学部） 

４．開講期間（曜日） 

  開講時間 

平成 27 年 6月 21 日（日）～ 平成 27年 9 月 6 日（日） 

オープンキャンパス全 5回と同日 

11 時 10 分 ～ 12 時 00 分(50分) 

  個別開講日 1 回目 6/21 2 回目 7/12 3 回目 7/25 4 回目 8/9  5 回目 9/6  6 回目  /   

５．募集定員 20 人   

６．科目内容・ 

  授業計画 

第１回（6/21）「インテリアデザインを考えてみよう」細田みぎわ 

 インテリアデザインでは、衣服の外側から建築の間の空間を占めるすべてのモ

ノがデザインの対象となります。日本の住宅デザインに大きく影響を与えた「最

小限住宅」(増沢洵設計)とそのインテリアを学び、居心地のよい空間を一緒に考

えてみましょう。 

第２回（7/12）「被服心理学入門―ファッションと現代イケメン学―」三木幹子 

 被服心理学の分析手法を使って、本学学生の恋愛心理アンケート結果から、現

代女性の結婚観・恋愛観の傾向と、ファッション、流行、文化等の時代背景との

関係について考察します。 

第３回（7/25）「住まいから考える幸せの生活デザイン」小林文香 

 住まいと聞いてどんな形・姿をイメージしますか。現在、社会が変化する中で、

これまで住まいの中心にあった「核家族」や「nLDK」では表すことができない新

しい住まいや住み方が人々の間で模索されています。これらの新しい事例をもと

に、これからの幸せな生活をつくる住まいについて考えます。 

第４回（8/9）「2つの名作住宅」真木利江 

 皆さんはどのような場所、どのような空間に住みたいですか？ ２つの名作住宅

をとりあげ、建築家が何を考えて設計しているのかについて解説します。２つの

住宅のいずれかを下敷きに理想とする住まいを考えてみましょう。 

第５回（9/6）「ファッションショーのデザイン」楢﨑久美子 

 ファッションの世界には欠かせない、ファッションショー。いったいどのよう

に開催されているのでしょうか？世界や日本のファッションショーについて歴史

や仕組みを講義します。また、最新のファッションについても解説を行います。

講義終了後にはミニファッションショーも開催します。 

７．受 講 料 無料 

８．別途負担費用 
（テキスト代・実習料等） 

なし 

９．開講条件※1 

あり 

① 最少開講人数（1人）「定員超過の不許可は選考により決定」の場合あり 

② 不許可・不開講通知日  
（7月17日(金)以前の開講科目は3月末まで／7月18日(土)以降の開講科目は6月末まで） 

10．その他特記事項 
受講者についての制限事項、事前に予習しておく資料･文献など特記すべきこと 

男子受入可 

11．開設大学への 

  交通手段 

http://www.hju.ac.jp/info/map/index.html 

広島女学院大学 HP→サイトマップ→所在地・アクセス→ロケーション→ 

○バスで（路線バス：広電バス）参照（シャトルバスは使用できません） 

※1申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。 

http://www.hju.ac.jp/info/map/index.html

